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　　　　　　　　　Kazuo　Kishi　and　Toshio　Kanno

　　　　　　　　　　　Gω1・gi・・1∫ω榊ツψJ・ρ・η・τ伽・

　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　In　the　Hokusho　district　having　many　landslides，the　hydrological　investigation　of　sur－

face　water　has　been　carried　out　to　clarify　the　interrelationship　between　landslides　and

w．t。。1C．m。。。i。。。i．m．d・f・・th・m・・・…d・…ifi・di・・h・・g…fth・・t…m・i・th・

area．

　1、まえがき
　北松型地すべりの発生機構および戸知に関する

研究の…環として，表流水の水丈的調査を実蛙／

た．地すべり多発地域の地すべりと水との関係に

関する研究の一部であり，こ＼では広域的な調査

とそのなかの選定された地区の調査をこ＼ろみた．

調査の性格1二，選定地点の長期観測が不可能であ

るため，同一時期における比流量の比較および滅

衰状況の特徴に重点を紅いた・

　地質および地すべりに関連する表流水の水’丈的

特徴の一部が把握され，また地すべりと表流水と

の関係についての調査方法やその意義がある程度

見出せる段階に至った・なお・地質倉よび地すべり

については総合研究の資料を利用した．

　2．広域調査
　2・1　調査地域およぴ地点

　調査地域には志佐川・江迎川および仰々川の3

本の中河川が北・西倉よび南の3ブラ向に流れてい

る．た春西部地域には独立の小河川が発達する．

図一1に示したごとく測点をとって，支渓の調査

流域を設定した．

　調査地点は46ケ所であり，流域面積はO．2～

6．2km！である．調査流域にけ，塊イ1．地すべりが〃

動Lている、1二一1ど、わ：わろもの，旧他寸べり地杉かブこ

達／ているも○，ふ・よび地すべり（～）介辻は認y）ら

れないものがあん．地質的には，新第．■三系のみの

地［メ1から．久武∵：分ポ奉が＾い地〆まてあり，寸域

の条件はさ’まざ咳てある．

　2・2　調査内容
　設定流域の水丈的特徴を水y）ろため，表流水1っ

滅衰状況を調介し，i・ト’時則に才ゴけ／・比流けを比

較した．流量1の測定と同時に水沽けゴよび水／・L抵仇

仲を測定し，溶存成分量の多寡による水質の概要

を調査し、た．比流景の測定は42年2月と43年

2月の2庇に火施された．表一一1は調査表であり，

図一2に／・ヒ流気1・かよび水比抵抗の測定分布をふし

た．

　2・3　流量の減衰状況
　降r＝ほは設定した調査流域外に流出するが1その

際に炎流水は流域の竹質を反映した時閉一流量

帥線をメ．がく．今いllの調査では，かなり’まと咳っ

た蟹ゾ）降i刈があった後，その滅衰状況を約’週問

にわたって側パしノ㌔、途［いて1回の小降1：ほがあつ

た．比≡戸こ1‡1．の滅貞榊線とその型は凶一3に’・」三した・

一101・
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表一1 調査表

流域面積 流　　量水　　温 比　抵　抗 比　流　量
番　　号 ㌧∵」一 Kh2 ㎡／s㏄ ℃ Ω一cm 耐／sec／K㎡

I』■　　　　　　1　　■　　　■

1 42．1．30 0．165
一　　　　■I■　　■■■一055

■　　　」　　　　　　　　　　　　■　　　■　　3330

311 026 13．8 4，600 1580
2，2 O18 13．9 4，100 1090

3 012 13．1 4，000 0728
4 O055 8．7 3，600 0333
6 009 13．1 3，200 0546

43．　2．　6 O026 10．8 3，200 0158
10 0021 10．2 4，500 0127

2 42，1．30 O．206 0056 0267
3 〃 0．382 080 2095

31 046 10．2 14，200 1205
2．　2 021 9．3 14，OOO 0550

3 019 8．6 14，O00 0497
4 013 8．2 13，000 0340
6 021 8．6 11，OOO 0549

43．2．3 0018 6，7 9，500 O047
10 0028 6．4 11，500 0073

4 42．1．31 0．50 300 9．2 16，OOO O．6000

2．　2 8．7 18，OOO

3 047 7．5 O．0940

4 001 8．5 17，O00 O．O020

6 O005 8．9 15．OOO O．O010

43．2．7
．O

4’ 43．2．7 1．12 O082 5．7 2．200 O．0073

5 42．1．31 O．42 046 10．4 8，000 O．1093

2・21 020 10．O 16．000 O．0476
3
1
二
1

062 8．5 11，200 O，1474

026 9．2 16．OOO O．0619

024 8．2 14．O00 O．0572

43．2I7 0128 8．6 11．300 0．O030

6 42．1．31 2．25 174 9．2 19．000 O．0774

2．2「 073 8，3 19．000 O．0325
3
1
．
r
．
1

045 11．4 14．500 0．0200

082 8．1 18，000 O．0365

082 9．6 「 O．0365
■

■

43．2．7 0280 6．5 15，000 O．0124

7 42．1．31 r025 032 10．9 15，500 O，1280
■

2・21 016 9．9 「15・000　15，000 O．0641

プ O07 9，3 O．0280

015 8．5 14，000 O，0600

61 0124 11．7 19．000 0．0495
■

43．2．7 0037 8．7 18，000 O．0148

42．1．31 O．49 O．O07 11．2 19．500 0．0143
8

2．　2 O．0025 0．O051

3 O06 11．1 20，000 O．0123

4 013 6．8 20，000 0．0265

6 009 11．5 13，000 O．0184

43．2．7 、 O034 7．7 13，OOO O．0069
「
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北松型地すぺり地域に拾ける表流水の特徴について一岸・菅野

番 具
ワ 年月 日 流域面積 流 量 水 温 比　抵　抗 比 流 旦里

K㎡， ㎡／9㏄ ℃ Ω一Cm ㎡／SeC／㎞・
8， 43． 2．7 2．00 ．0158 5．7 9．200 0．0079
9’ 42． 1．31 O．78 059 9．3 2．600 0．0757

2．2 027 8．3 2．400 O，0346
4 041 8．6 2．000 O．0525
6 018 9．8 2．000 O．0231

43． 2．4 0102 5．1 2．800 0．0131
9 0053 3．8 3，800 O．O068

10 42． 1．31 2．72 227 9．3 12，000 O，0835
2．　2 080 8．9 1O，500 O．0294

4 088 9．6 11，OOO O．0323
6 085 10．2 10，000 O．0312

43． 2．　4 0489 5．9 7，200 0．0180
9 0409 4．7 5，800 O．0150

11 42． 1．31 1．36 078 9．4 13．500 O．0573
2．　2 044 12．O 15，OOO 0．0323

．4 038 11．9 14，000 O．0279
6 032 12．0 13，000 O．0235

43． 2．　5 O081 9．5 14，000 0．0060
9 0091 6．7 12，000 O．0068

12 42． 1．31 3．44 090 10，1 6，800 O，0261
2．2 078 8．9 9．000 O．0227

4 035 9．O 8．500 O．0102
6 029 9．8 8，OOO O，0084

43． 2．7 0107 5．2 5，800 O．O031
10 0070。。。1 3．6 5，OOO O．0020

13 42． 1．31 4．60 10．9 7，500 0．0615
2．2 179 9，4 7，200 O．0399

13’ 42、 2．2 O．82 022 10．4 6，300 0．0269
4 031 1181 5，OOO O．0378

．6 027 1251 4，OOO 0．033
43． 2．7 0064 14．2 3，000 O．O078

13” 42． 2．2 1．72　I　　　　1 052 9．0 13，000 0．0302
4 I014 11，0 12．OOO O．0082
6 0185 10．5 11，OOO O．0108

43． 2．　7 0114 5．3 12．000 O．O067
14 42． 1．31 1．37　　　　1 079 9．3 14．500 O．0577

2．　2 032 8．O 15，000 0．0234
．4 O14 8．6 14，000 O．0102
6 012 9．3 13，000 0．O088

43． 2．　7 0022 5．3 17．500 0．O016
15 42． 1，31 3．14 285 11．1 5，500 0．0907
15’ 2．2 1．16 022 11．0 15，000 0．019

．4 028 10．2 15．000 0．024
6 022 10．2 15，000 O．0190

43． 2．　7 0048 8．4 13，500 0．0041
16 4．2． 2．2 3174 174 9．4 12，700 O．0465

4 039 10．2 12，000 0．0104
6 113 0．0302

43． 2．7 0373 6．4 16，000 0．0100

一103一
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流域面積 流　　量 水　　温 比　低　抗 比　流　量
番　　号 年月日 K㎡ ㎡／s㏄ ℃ Ω一Cm ㎡／sec／K㎡

17 42．2，2 O．83 025 8，9 13，O00 O0301
4 010 9．0 14，O00 O．0120

6 019 0．0229

43．2．　7 O’015 5．3 15，000 0．0018

18 42．2．3 0．21 0166 7．4 21，500 0．0790

43．2．9 O014 9．2 O．0067

19 42．2．3 0．48 034 9．0 25，000 0．0708

43．2．9 0013 6．3 O．0027

19’ 42．　2．3 0，42 011 O．0262

20 〃 1．37 083 8．4 25，OOO 0．0605

43．　2．9 0183 5．6 O．0134

21 421　2．　3 3．49 106 7．0 27，OOO O．0304

43．　2．9 0166 4．7 O，0048

22 42．　2．3 6．20 286 O．0461

43．2．9 0776 4．7 O，0165

23 42．2．3 1．70 053 7．7 19．500 0．0312

43．2．9 0104 5．2 0．0061

24 42．2．3 0，93 022 7．2 30，000 0．0237

25 〃 210 031 7．4 11，000 O．0105

43．　2．　7 0026 5．8 5，600 0．0013

26 42．　2．3 2．75 107 10．1 4．500 0．0390

43．2．7 0376 9．9 3，OOO 0．0137

27 43．2．10 3．12 0335 16．5 O．0107

28 〃 2．13 0055 4．3 9．OOO 0．0026

29 43，　2．　6 4．50 0337 6．1 5．700 0．0075

10 0210 5，2 8，O00 0．0047

30 43．　2．　6 1．13 0155 7．4 5，000 O．0137

31 43．　2．6 1．75 0212 5．3 14，500 0．0121

31’
〃 0024 14．7 10．200

32 43．2．10 1．75 0011 5．5 18，000 O．OO06

33 〃 2．32 0147 6．0 17，000 0，O063

34 〃 2．75 O055 6，2 12，000 O．0020

35 43．　2．9 1．64 0229 6．6 O．0140

36 〃 2．06 0256 6．7 0．0124

37 〃 4．25 0402 6．3 0．0095

38 43．　2．9 2．13 0024 5．0 8，500 0．O011

比流量の滅衰状況をブロットし・さらに43年3

月に測定した値を”日後の比流量と仮定した・～二

れを平均的な線で結んてA・B拾よびCの3つの

型が得られた．

途中の小降雨は比流量滅衰曲線に型によって異な

る影響を拾よぼした．型の特徴は充分に解析され

てい底いが，ほ∫次のようである・

　A型
　地すべりの発生流域であり，かつ排水坑などに

よつてかなりの地下水が抜かれている流域である・

降雨後に大きな比流量を示し，その後は急激に減

少してゆく。滅衰途中の小降雨は時間的なずれを

もっていてすぐに現われないが，流量に反応し初

めるとか在り敏感である・

　B型
　地すべりの発生流域であり，玄武岩類や新第三

系の崩積層が割合に厚く堆積している地域である．

ある点重では急に滅少するが，その後は割合に減

少がゆるやかである．”日後の比流量はもっとも

大きい．減衰途中の小降雨はあまり敏感に現われ

をい．これば崩積層えの浸透一流出の水理機構

をかなり反映しているものとみなされる・
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　　　　図一3　比流量滅衰曲線と型
　C型
　大部分が新第三系から在り，かつ地すべりの影

響をほとんど受けていない流域である．ある点ま

では急に減少するがA・B型に較べてかなり小さ

い値を示す・減衰途中の小降雨にはあ言り影響さ

れてい在い．比流量の減衰曲線は割合に連続的で

あるといえる．

　以上のように，調査地域に拾ける比流量の滅衰

曲線は流域の地質構成と地すべり分布を反映して

いることが推定された．

　2．4　水質の一般的特徴

　（1）水の比抵抗値

　表流水の水抵抗値は一般的には調査当時で

10，000～30，000Ω一c㎜であったが，地す

べりが関連する沢では3，000～5，000Ω一cm

重で低下していた．また流量が少なくなるにつれ

て僅か在がら水比抵抗値が低下する傾向にある．

平山地区や樽河内地区のように比較的新らしい地

すべり崩積土を通った湧水を含む沢水は目立って

水比低抗値が低下している．すなわち溶存成分量

が多くなっている．

　（2）水温

　表流水は気温に影響され，平均的にぱ気温より

1～2℃高い水温を示すが，なかには湧水地点か

らの距離と量の関係によってか在り上回った水温

を示す流域があった．

　2．5　補正比流量と玄武岩分布率およぴ地すベ

　　　リの関係

　流量の減衰状況を比較検討することにより，地

形・地質・地すぺりなどさ重ざまな要素が流量＝特

性に関連していることが明らかにされた．測定し

た比流量値は，流域の地形傾斜・流域面積の大小

拾よぴ流域の地質条件が大き在要素を構成してい

ると考えられる．したがって，玄武岩の分布や地

すべり地が比流量におよぼす影響の程度は，地形

傾斜や流域面積の要素を補正し，できるだけ同じ

基準で比較してみる1二とが要求される．このため

つぎのような考えにもとずいて補正比流量を試算

した．
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図一5 補正比流量と玄武岩分布率
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表一2 補正の算出値

傾斜数 流域面積 測定比流量 地形傾斜要素 流域面積要素
構万

（補
岩

番号 R‘＝ R伍＝ Iモ3
率

（ω） （砂）
‘（R〃）

．00009ω、 OO08o
　　　滅O，25 ＝

1 23 0127 O021　　　　■ 0002
3 28 O．44 0073 0025 OO04 44 50

■
一

OO09； 46
■

4’ 20 1．12 0073 0018 ■

一 58
；

0011 OO03i 16
■

5 12 O．42 0030 ■

一 1OO
6 13 2．25 0124 OO12

　　　　■O018

94 ■
一 100

7 12 O．25 0148 0011
　　　　≒OO021

135 100
O069 0017 OO04

≡

8 19 O．49 ！
，

48 100
8’ 15 2．OO O079 O014 0016■ 49 80
9 32 O．78 0131 O029： 00061 96 57

， ■

10 32 2．72 0150。。。。1 O029 O022r 99 ＝ 67
≡

11 33 1．36 O030
　　　　■O0111 27

■
■
■ 61

1 一

0020 O033 0028＋ 一41
■

12 37 3．44 14

O034 1㍍ 37
一

13’ 38 O．82 O078 ！ 35
一

13” 26 1．72 0067 O023 30 ≡ 13
14 20 1．87 0016 O018 0015． 一17 O

15 18 1，16 O041 0016 OO09 16 3

16 26 3．74 0100 O023 O030 47 21

17 23 0．83 O018 0021 OO07 一10 ！ 4

18 26 O．21 0067 0023 0002 42
■
一 100

19 30 O．48 O027 O027 OO04 一4 ■

一 100
20 23 1．37 0134 O021 0011 102 ヨ 100

！

21 42 3．49 0048 O038 0028 一18 ■ 100
22 47 6．20 0165 0042 0050 73 100

1．70 0061 O025 0014 22 123 28 ヨ 100
25 32 2．00 O013 0028 0016 一32

1
一 36

0137 0027 O022 88
≡

26 30 2．75 ≡ 13

27 34 3．12 0107 0031 0025 51 ≡
H 19

28 33 2．13 O026 O030 O017 一21 ≡ 19

29 4．50 O047 O026 0036 一15
i
■

29 52

30 32 1．13 0137 0029 OO09 99 1 100！

31 32 1．75 0121 0029 0014 78 ！
！
I

44

1．75 0006 0016 0014 一24
，

32 18 93

33 18 2．32 0063 0016 0019 28 84

34 32 2．75 0020 0029 0022 一31 83

35 51 1．64 0140 0046 0013 81 19

36 68 2．06 0124 0061 0016 47 40

37 60 4．25 0095 0054 0034 7 一 18

38 18 2．13 0011 O016 0017 一22 9
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　R加；R‘十Ro＋Rg
　　R‘；A〃，Rα＝Bo
　R㎜＝測定した比流量　　　　　ω昌傾斜数

　R‘＝地形傾斜要素　　　　　　〃；流域面籏

　Rα；流域面積要素　　　　　　A・B＝係数

　Rg＝構成地質要素

　　　（補正比流量）

　傾斜数（〃）はつぎのよう危勾配数をとった・

それぞれの設定流域について5万分の1地形図に

よる標高差100mごとの平面積を求め，これを

低い方から累計し，各流域を100とした場合の

累計百分率を求めた．ついで縦軸に標高，横軸に

累計百分率をとってブロットし，1＝れらの点上に

平均的な一本の直線を引いたものから取った．流

域面積（”）はプラニメーターで算出した・A拾

よびBの係数決定は，測定値のなかから要素をよ

く反映一しているとみなされる測点をプロットし，

これから割合に少なめのものを補正係数として用

いた．それぞれの流域について算出した値は表一

2に示した．在粒補正比流量の分布は図一4に示

したごとくである．補正比流量が（一）になるの

は試算に用いた係数や測点の条件在どによるが相

対的な比較として取りあつかった．

　補正比流量の大小は流域の構成地質要素と密接

な相関々係にあるといえるが，この場合には玄武

岩の分布と構造拾よび地すべり崩積土の分布が大

き在要素とみなされるものである．玄武岩の分布

は地質調査の資料にもとずいたが，分布率（％）

として取りあつかうことができる。地すぺりの影

響は，現在では数量的に取りあつかいがたいが，

調査資料にもとずいて定性的に考察される．図’

5は縦軸に玄武岩分布率，横軸に補正比流量をと

り両者の関係を求めたものである．平山・樽河内

・長田代・鷲尾岳など顕著な地すぺりを含む流域

　　　　　　　　　　　　　　　　　→は，補正比流量が80～110x10㎡／晦／脆一
であり，玄武岩分布率は30～70％である．こ
れに対してほとんど地すべりが含まれ在い流域は，

　　　　　　　　　　　　　　　’4補正比流量が一40～20x1O　㎡／s㏄／K㎡で

あり，玄武岩分布率は30～70％である・それ
ぞれの流域における詳細な解析は別として，玄武

岩の分布拾よび地すべり崩積土の発達が大きな比

流量をもたらし，水と地すべりとの関係は密接で

あるのみならず，玄武岩類地域の水文的特徴が地

すぺりにかなり大きな影響を拾よぼしているとい

える．

表一3　平山・樽河内地区の調査表

測定 河川名
流　　量 水温 水比低抗

番号 ㎡／s㏄ ℃ Ω一Cm

9 長谷川 0．0102 5．1 21800

9－1 ” O．0012 6．3 3，000

9－2 ” 0．0006 11．2 3，200

9－3 ” 0．00b6 6．6 3．800

10 高峯川 0．0489 5．9 7，200

10－1 樽河内川 0．0086 9，O 19．OOO

10－2 〃 0．O038 10．0 12，500

10－3 〃 0．0021 11．5 12．500

10－4 高峯川 O．0077 6．5 27，O00

10－5 〃 0．0007 5．7 33．000

11 0．O081 9．5 14，O00

29－1 0．0159 10．2 3．600

α トノネル 0．0005 16．3 2．O00

b ” 0．0027 16．3 1．500

C 〃 O．0001 15．O 2．300

d 〃 O．O031 13．7 8，800

e 湧　　泉 O．0006 13．4 12．000

e’ 〃 0．0012 15．5 10．300

　3．平山・樽河内地区

　調査範囲およぴ地点は図一6のごとくである・

どの地区では12ケ所で流量の測定を実施した．

在拾ト1ネルエ法の排水量や湧水なども測定した．

測定結果は表一3拾よぴ図一7に示したごとくで

ある．

　3．1　比流i
　この地区の測定比流量はO．014㎡／s㏄／府以

下である．測定した比流量を縦軸に，流域面積を

横軸にとったクラフは図一8に示した．小さな流

域の場合，一般的にはその流域面積が小さいほど

比流量値が小さくなる傾向を示すが，この地区で

は若干の相違がみられる．この地区の最大比流量

値は流域面積O．8～O．9附の4点の平均値をとっ

た．原点と最大比流量値を結ぶ図のような曲線が

得られる．この曲線はこの地区の流域面積に対す

る平均的な推定比流量を示しているものとみ在さ

れる．

　この地区の長谷川・樽河内川拾よび高峯川につ

いて，河床勾配・実測比流量拾よび推定比流量の

関係を図一9に示した．この関係図は，測定地点

の数は不充分であるが，表流水の浸透と湧出の状
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実測比流量と推定比流量の関係

態拾よぴ特徴を示すものである．地すぺり崩積土

の発達地帯では表流水が浸透し，下流の基岩が竈

出するような地帯で湧出している．

　（1）長谷川

　上流側の〃9－3地点の実測比流量は推定比流

凸とほぼ等しい．その下流の9－2拾』：ぴ9－1

地点では両者の間に大きなひらきがあるのみなら

ず実測比流■は9－3より少ない．9－2拾よび

9－1地点の実測と推定の比流量差は約α005

㎡／8㏄／耐である．下流何の循9地点では流量が

、岩鷲邊　　　　　多くなり，な拾実測比流量は推定比流量
　　　面　O014和　　　　　より大きい値を示す．
　OO12　km！

　olo－1o　　　　　　（2）な河内川
　OO08－O，8

　αo06邪　　　　　　上流側の循10－3地点の実測比流量
：膿ぷ　　　　　は0004㎡／S㏄／I（㎡であり，推定比流

　o－Q　　　　　量より0，003㎡／s㏄／附少ない．その
　　　　1尤流量　’1■工
　　　・シ・・〃薔　　下流の10－2地点では比流量O，すな
　　　　帥鴛わち表流水は全量が伏没していた状態を
　　　　FQ012－12
　　　　刈「cL，o　　示す．10－2地点になると推定比流量
　　　　F　　　　　　　　　より若干少ないが実測比流量は再び大き　　　　0008■08　　　　篶
　　　　　　　　　くなる．10－1地点では比流量が大き　　　　0004－04
　　　　C002－C2　　　　0．O　　く増加し，な拾推定比流量より大きい値

　　　　　1元　　　を示す．
　　　　　域　　　　　票　　　　（3）高峯川
　　　　　㎞2
　　　o〇…・　　　上流側の〃10－5地点で実測比流量
　　　00r2－12
　　　　　　　　　は0・003㎡／sec／晦である．推定比流

　　　000ト08　　量より小さい値を示すが長谷川券よび樽

　　　ooo・一04　　河内川と異なり，その下流側で比流iの

　　　o－o　　　目立った減少はみられ左い．10－4地
　　　　　　　　　点では実測比流量は推定比流量にほぼ等

　　　　　　　　　しい．

　　　　　　　　　　3．2　水比低抗値およぴ水温

　　　　　　　　　　この地区の表流水は，調査時期に

　　　　　　　　　2，800～33，000Ω．cmの水比低抗
　　　　　値を示した・トニ・ネル排水拾よぴ湧水は1，500

　　　　　～12．0009－cmを示した．長谷川の表流水は

　　　　　上流部でも低く3，800Ω一cmを示したに止まり，

　　　　　下流に向ってさらに低下し，焔9地点で2，800

　　　　　Ω一㎝となった．む河内川は上流部で12，500

　　　　　Ω一cmを示し，高峯川との合流点付近で19，000

　　　　　Ω一cmになった．高峯川は上流部で27，000～

　　　　　33，000Ω一cmのもっとも高い水比低抗値を示

　　　　　した．樽河内川との合流点付近より下流では低下

　　　　　し，〃10地点で7，200Ω一cmを示した．トン
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ネノレ排水の水比低抗値は，平山地区のb地点でも

っとも低く1，500Ω一cmを示し，平山地区のα

地点拾よび愛宕山南側のc地点では2，O　Oタニ

2，300Ω＿c㎜の低い値を示した．これらの排水

は溶存成分量がきわめて多く，水質分析の資料に

よると多量のHC0。’およぴSO，2一．を含有する．

陽イオニ■としてはC，2＋拾よびMg2＋が多く，水■

質組成は非炭酸塩硬度の区分に属する．溶存成分

拾よび水質組成は風化を反映した特徴的なもので

ある．樽河内地区の排水d地点では8，00一⑥9イm

であり，平山地区の排水よりかなり高い値を示し

た．この排水は量・質的にみて，主として玄武岩

中の地下水によるものである．水質組成は炭酸塩

硬度の区分に属する．樽河内川上流の湧水も

10，000～12，000Ω一cmを示した．表流水

の水温は5～ポCでありだが，10－2拾よび

10－3地点では9～10℃を示した．ト／ネル

排水は13．7～16．3℃を示した．

　3．3　表流水と地すベリ

　平山・樽河内地区の表流水は，比流量の測定拾

よび解析によって，現在でも地すべりとかなり密

接な関係にあることが明らかにされた．その関連

性は平山拾よび樽河内地すべりの構造解析と結び

っくものであり，詳細な地すべり調査と対比すべ

き性格のものである．しかし，このような比流量

調査が地すべり地区の水のあり方を解析するに役

立つであろうことが考えられる．重た対策などに

役立てば幸いである．

　たとえぱ，平山地すべり’酋佃jρ長谷川では，9　　’

二二・右よ卯∴2流域の郊11些流量カミ小さく・こ

の地帯は浸透性流埣とぐえるものである・この場

合に，、地質構造や地すべりの状態からみて，左岸

郷件㍗しう湧水帯と考えられるものであるため・

右岸側の地すべりにかなりの表流水が浸透してい

ることを示唆する．この浸透水がどのように影響

■ずるかは地すべりの構造と性質によるものである

が，ここでは構造的にみてかなり地すべりに影響

するであろうことが考えられる。したがって，こ

の地帯の排水路工は二次地すべりを防止する1つ

の対策となるようである．〃9の合流点付近は湧

水流域の性質を現わす．

　樽河内地すべり東側あ樽河内川では，10－2

地点付近より上流側が浸透性流域となっている．

この地帯では崩積層に浸透しているものとみなさ

れるが，その下流側で大部分が湧出しているよう

である．10－1地点付近では実測比流量が推定

比流量より大きく湧水流域とみなされる．この地

帯では地すべり台地の地下水が浸出しているよう

である．西側の高峯川では比流量の変化に目立つ

た異状が認められ在い．樽河内川を合流した後の

高峯川は湧水性流域の性質を現わす．これは流域

の地形拾よび旧地すべり性の崩土分布からみて当

法
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図一10 鷲尾岳地区の調査位置
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図一11

○
　　　　　　川

2　　　　3

鷲尾岳地区の調査流域区分

　この地区の3つの流域について降雨後に流量の

減衰状況を測定した。同時に地すぺり末端部の

排水ボーリノグ孔について排水量の減衰状況も

測定した．測定位置拾よび測定結果は表一4およ

び図一10に示した．な拾図一11に測定流域の

区分を示した．表流水については，きわめて小さ

い集水域のため取りあつかいが困難であつた．し

たがって目立った降雨後にその滅衰状況を検討し

たものである．

　流域1の測定値はA～C拾よびHグループのボ
ーリング排水量が加わったものであり，表流量は

ボーリング排水量を差引いたものである．ボーリ

；・グ排水のOグループについては測定しなかった

が，その位置・本数・減衰状況を勘案してCグル

ープの排水量を推定し，これを実測排水量に加え

た・流域2の測定値はこれより上流域にあるボー

リ；■グ排水在どが加わったものである．図一13

は流域1・2・3地区の流量およぴボーリング排
水量の減衰状況をグラフに示したものであり，
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図一12 流量の滅衰曲線

然であり，流水の水質変化もこれを裏付けている．

平山・樽河内地区に拾ける浸透帯と湧水帯の相関

関係は地すぺりの流れ盤構造をある程度反映して

いる．一般的にも，地すぺり地区における浸透性

流域と湧水性流域の存在と性質拾よぴこれを裏付

ける構造を知ることはかなり有効であるといえる、

　4．鴛尾岳地区

　4．1　流■の減衰状況

図一13は比流量として表わしたものである．測

定結果からはつぎのようなことがいえる．

　（1）流域3の比流量がもっとも大きい．その衰

滅は普通の状態に近いとみなされる．

　（2）流域1の比流量は，降雨後2日目では流域

3より若干低い値を示し，3日目には％以下の値

と在り，その後は僅かになった．

　（3〕流域2の比流量は，降雨後2日目で流域3
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表一4　鷲尾地区の調査表

1／29 1／30 1／31 2／2 2／3 2／4 2／6 2／7

1■S㏄ 1／s㏄ 6／s㏄ 6／s㏄ 〃■S㏄ 4／s㏄ Z／餉C 6■鉋c

A－1 3．58 3．33 3．85 0．18 在　し な　し 在　し

3．12 2．5 3．03 2．78 1．89 1．11 O．53 O．24
A－2
A－3 2．38 0．91 O．48 0．20 滴下 滴下 滴下 滴下

A－4 4．O 3．13 0．86 0．04 な　し な　し

3，13 2．08 1．75 O，20 0．15 O．21 0．06 0．04
A－5
H－3 2．38 2．08 2．22 1．54 1，45 1．33 1．28 1．25

H－4 O．91 O．82 0．77 0．67 O．59 0．58 O．55

O．88 O．91 0．78 0．71 O．73 0．70 0．67 0．64
H－5
Y穴 1．43 O．89 0．55 O．46 0．41 O．38

B－1 3．12 3．32 3．57 3．12 2．94 3．33 2．87 2．50

0．12 0．08 ごくわずか 滴下 滴下 滴下 O．05 O．03
B－2
集水1 1．82 1，54 1．16 0．23 0．01 0．05 O，05 O．35

D－1 僅 僅 滴下 滴下 滴下 滴下

D－2 0．67 0．33 0．25 0．16 0．4 滴下 0．094 O．09

D－3 僅 滴下 滴下

G－1 O．69 0．18 な　し な　し

G－2 1．38 O．19 な　し な　し

G－3 丼 ほとんどなし な　し 在　し

G－4 1．19 0．72 0．42 滴下，

E－1 な　し
フ…1　し

E－2 な　し 在　し

E－3 O．43 O．12 僅 な　し

F－1 な　し 在　し

F－2 在　し な　し

水路 5．56
な　し

O
．

　0．3

比
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図一13　比流iの滅衰状況

の％以下の値となり，その後はOにな

つた．

　（4）ボーリング排水量を加算した流

域1の比流量は，降雨後2日目では流

域3の1．5倍程度の値を示した・つい

で3日目まで急減し，その後は流域3

より0．03㎡／8㏄／Kゴ程度大きい値で

流域3と流域1は平行的に減少してい

る．

　（5）ボーリング排水量を加算した流

域1と流域2を合せた比流量は，降雨

後3日目まで流域3の比流よりO・03

～O．05㎡／9㏄／㎞曜度低い値を示し
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た．その後は流域3の比流iに近ずき7日目には
ほぼ同じ値を示した．

　（6）　ボーリニ■グ排水量については，流域2の

E・F・Gグループの排水量は吝斗拾よび1本当

りともきわめて少なく，降雨後4日目には排水量

○となった．流域1のA～DおよびHグループの

排水状況は降雨後5日目まで急速に減少していた

が，その後は少しずつ減少しかなり長期問の排水

が続いていた．

　4．2　地すベリと比流■

　比流量拾よぴその減衰状況は，地形・地質構造

拾よびこの地区に発達した地すべりと関連してい

ることは明らかであるが，その解析にはな拾調査

が必要である．現在のところ比流量の減衰特性・

地形による集水域以上の水の供給があり，地すぺ

り破壌．による浸透など地すべりに拾ける水理の複

雑性がある程度判明したに過ぎない．鷲尾岳地区

は頂上部に玄武岩を分布した流れ盤型の構造性地

すべりであり，現在滑動しているものである．し

たがって，水のあり方は地下構造とともに重要な

課題であり，さ言ざまな立場から検討されること

が望まれる．
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